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胎　華たいか　　花晶奇譚かしょうきたんシリーズ

月夜堂








	作品は完全なフィクションです。

	モデルとなる特定の人物、場所はありません。

	薬品も架空のものです。

	疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

	ご理解の上、ご了承下さい。
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　＊　わかば医院・いま　１


　なだらかな丘陵地にこんもりとした森が見える。その森の中央部、木々にしっくりと馴染んで、わかば医院が建っている。わかば医院は私立には珍しい周産期専門の病院で、外見からは想像もつかない最先端の医療が受けられる。産科・分娩部門、新生児科に特化されており、産婦人科専門医のみならず周産期専門医と小児科専門医が大学病院や県立病院よりも多く在籍し、一般で不足している新生児科、小児科心臓血管外科、小児眼科ではスタッフも含め層が厚く、母胎・胎児集中治療室ＭＦＩＣＵ、新生児集中治療室ＮＩＣＵの充実度は群を抜いている。







「満月の夜ってお産が多いって聞きますけど、うちの予定日、調べたら満月なんすよね。やっぱりそういうのって関係あるんっすか」

　妊婦の夫、山田が聞いた。

「どうでしょう。必ずしも予定日に生まれるわけではありませんので」

　産科医の若わか葉ば幸季こうきが答えると、山田は「マジっすか」と呟いた。

「奥さんは初産ですしねえ」

「逆子だったしなー。でも若葉先生、すごいっすね。手であんなにぐるりんって回せるもんなんっすね！」

　逆子の胎児を腹の外から手で回転させる外回転という手技がある。幸季は三十五週の山田の妻にそれを行ったばかりだ。

「成功するかどうか、半々って言ってたじゃないですかー。そのまま子宮がパーンってなったり、帝王切開とかになったりするかもって。でも若葉先生のぐるりんで治ったからよかったっす。マジ、ありがとうございます」

　山田夫妻はどちらもまだ二十そこそこで、言葉遣いは若者そのものだが、挨拶と礼はちゃんと言う。

「あと少しです。予定日はあくまで予定ですし、お子さん、ちょっと大きめでとっても元気ですから、満月など気にしないでください」

「了解っす！」

　山田は大きく肯いた。

  看護師の千ち種ぐさと一緒に処置室を出て、幸季は大きく息をついた。

「幸季こうき先生、大丈夫ですか。あんな勢いの魔を一瞬で封じるなんて」

「……生まれてからじゃ絶対に遅かった」

　幸季は両手を握りしめた。数歩歩いたところで酷い眩暈めまいを感じて廊下の壁にもたれた。

「幸季先生！　やっぱりダメージが」

「山田さんママも若いからかな……まだ暴れてる」

　倒れないよう壁で身体を支えながら幸季は呟いた。封じた病の魔が握った拳の中から幸季の身体に入ろうと衝撃を与えている。

　魔を封じたあとは疲労を感じるが、山田の胎児についた病の魔は勢いが強かったからかエネルギーが奪われる感覚がある。子どもが生まれた途端、その命を奪って魔の糧にしたかったのだろう、魔の執着も相当だった。逆子の治療という名目がなければ、出生前に封じるのは難しかったかもしれない。

「あ、やっぱりへたってる。その魔、院内で逃がさないでよ」

　勝ち気な声は幸季の姉、幸子こうこだ。幸季より一回り上の年齢で、同じ産科医だ。横に看護師の純じゅん子こがくっついている。純子と千種は同期で、ふたりとももうすぐ助産師の試験を控えている。

「幸子先生、すごく勢いのある魔でしたから……幸季先生にダメージが」

　話すのも辛そうな幸季に代わって千種が言った。

「部屋にいた私まで伝わってきたから、わかる。分かるけど、へたれ。これくらいねじ伏せなさいよ」

「……暴れてて……っ」

　壁にもたれたままなんとか立っていたが、幸季の足は痙攣し始めていた。

「ココちゃんも意地悪言ってないで助けてやればいいのにー」

　ふわふわとした口調でやってきたのは、外見もふわふわした幸季の兄の幸こう典すけだ。彼は母胎・胎児集中治療室ＭＦＩＣＵの医師でハイリスクの妊娠分娩を一手に引き受けている。

「こんなに魔の気がダダ漏れなんだから。コーキだって辛いよねえ」

　言いながら幸季の拳に手を当てて、軽く握った。その瞬間に幸季の身体に電流が走ったように跳ねた。

「うっわ、なんだこれ。良く封じたねえ」

　魔の残骸を幸季から引き出し、幸典はそれを一緒に来た粒染りゅうせんに渡した。

「そうやってあんたがいっつも甘やかすから」

「僕よりも力の強いコーキがこんなになってるんだよ？　ココちゃんだって心配だから来たくせにー」

「ふたりとも、幸季を休ませてやりなさい」

　粒染が割って入った。

「今日はまだお産があります！」

　幸子と純子が声を揃えた。親子ほど年は違うが、この二人はよく似ていて、新人ながら純子は幸子の専属看護師として息の合った働きをみせている。

「ちょっと休めば大丈夫……粒染さま、姉さん、兄さん、すみませんでした」

「一時間だけよ。安司あんじ先生にカバーしてもらうわ」

　幸子は純子を従えて帰って行った。

「あんなこと言ってるけど、夜まで休んじゃっていいよ」

　幸典は頬にえくぼを浮かべた。


　＊　わかば医院・いままで


　彼ら若葉の一族は、医者の家系だ。わかば医院院長の若葉幸こう之の輔すけは幸子、幸典、幸季の父親、その父親である幸こう悦えつももうすぐ百歳だが、頭はまだしっかりしており、たまに白衣を着て院内をうろついている。幸之輔には同じ産婦人科医師の兄と弟がいたが、どちらも病の魔に負けてしまった。彼らの子どもはそれぞれ一人ずつ、新生児科と生殖医学科にいる。

　この世にあまねく事象にはそれぞれ司っている神が居る。その神から仙人が遣わされ、仙人は仕者を使う。

　医療を司るのは医の神だ。人々を患わす病には原因と対処法が不明のものがある。未だ人間が解明していないもの以外、そのほとんどは病の魔の仕業だ。

　医業を生業としている人間たちのなかには、医の神から授かった能力を持つ者がいる。多くはその地その地に代々根付き、民を病の魔から守ってきた。通信技術が発達して、彼らは他の地にも同じ能力を持つ者がいることを知るようになった。いまではネットワークを築き、互いに連携を取り合えるようになっている。

　若葉の系は遠い昔から出産に関して能力を持つ者が多かった。医の仙の仕者、望輝ぼうきが彼らを支え導き、病の魔と戦ってきたのだった。いつも落ち着いた穏やかな慈愛の笑みをたたえている望輝は女性の形なりをしており、母性の強い仕者だ。望輝の手足となって若葉の者たちのそばにいるのは粒染りゅうせんといい、彼女は幸悦のさらに二代前のころから若葉の者たちと組んでおり、彼らが封じた魔を始末していくのが勤めだ。

　医師である若葉の者と一緒に仕事をするのは、同じように魔に対する訓練を受けた看護師だ。もちろん通常の診療も行うが、彼女らは特別の能力を持って医師をサポートする。彼女たちは病の魔を封じることはできないが、見つけたり鎮めたりなどの力に秀でている。わかば医院にもそういう看護師や助産師が何人かいる。幸之輔の妻、幸季たちの母親の賀子よりこもそんな看護師だ。幸悦の妻、皐さつきはもとは花の精で、人に変じて幸悦と一生を伴にしている。彼女の血を色濃く引いたのが幸季たちだった。

　幸子こうこは花の気質を強く受け継いでおり、気高く華やかな顔立ちだ。弟たちにはきついが、高校時代に惚れ込んだ同級生の真一と結婚して一男一女がいる。眼科医の夫は明るく優しい男だが、容貌でかなり損をするタイプだ。背が低くぽっちゃりした体型と十代からの薄毛で、幸子と真一が並ぶと誰もが夫婦とは思わない。しかし、彼の目は小さいが丸く澄んでいる。病の魔への力は持っていないが、幸季は彼が何かこの世界以外のものが見えているのだと思っている。

　幸こう典すけは笑うとえくぼができる。天然パーマのくしゃくしゃ頭と相まって、年齢不詳の風貌と口調で柔らかな印象だが、魔と戦う姿勢は誰よりも厳しい。子どもの頃から驚くほど女性にモテてきたのは、祖父の幸悦譲りだという。若い看護師がペアを組みたがって仁義なき抗争が勃発するので、彼はいつも父と同じ年齢のベテラン看護師と組み、粒染が見張っているのだった。不惑をすぎて独身の彼を誰が射止めるのか皆が気に掛けているものの、本人は母胎・胎児集中治療室ＭＦＩＣＵからほとんど出ない生活をしている。

　幸季こうきは幸子より一回り下、幸典とも十歳離れているため、三十路にしていつまでも末っ子扱いだ。同期のなかでも最短で周産期専門医の資格を取ったばかりだが、姉兄からするとぺーぺー扱いだった。


　＊　わかば医院・いま　２


「粒染はいるか。西の結界にほころびがあるぞ」

　胎盤剥離が疑われる妊婦の受け入れ要請に応えて幸季が救急車を待っていると、中庭テラスで風の一族、鋭飛えいひの声がした。

「マジ？　うっわ、ちょっと待って！　粒染、たぶん兄さんについてオペ室だ。ほころびって大きい？」

「……千種、粒染を呼んでこい」

　幸季に構わず鋭飛は指示を出し、千種は一礼して走り出した。さすがに人ならざる者に対して院内電話は使えない。

　わかば医院のある森は全体を望輝や粒染が結界を張って病の魔から守っている。風の一族は結界に関係なく出入りするので、突風を吹かせるような強い者が通ると薄くなったりほころんだりすることがある。そこを魔に狙われると厄介なことになる。いまは鋭飛が率いる風の一軍が結界を見張っているという。風はどの結界も関係なく出入りできるがそれぞれの仙が張る結界はその者でないと直せない。

「救急車が来るな……」

「もう聞こえるの。胎盤剥離だって。市外から来る」

「気をつけろ」

　イレギュラーな急患には魔がつきものだ。鋭飛はそっと幸季の頬を風で撫でた。

「ありがと」

「鋭飛！　案内せよ！」粒染がもう空に浮かんでおり、鋭飛の手下の舞角まづのが彼女を運んでいった。

　幸季は病の魔に関しては子どもの頃から意識していた。見えるのが当たり前だったので、自分で封じることができるまでずいぶん怯えた子ども時代を過ごしてきた。そんなとき、風の一族がいつも笑って通り過ぎていった。風の一族は全ての風を操り司っている。彼らは魔を連れてくることもある。この世に魔は病の魔だけではなく、あらゆる事象で魔が関わることがある。それぞれの神は魔を抑え封じることを仙人や仕者に行わせるが、風の者は神にも魔にも協力することがあるのだった。

　風の長おさの百人を超す息子のうち、鋭飛えいひはわかば医院のある丘陵地を駆け回る一軍を率いていた。雄々しい男子の形なりをした者がほとんどの風の一族のなかで、鋭飛は女性にょしょうのような風貌だ。絹糸のような長い銀の髪に白い肌、薄い灰緑の瞳、細身の肢体に現代風の女性の衣装をまとっている。花の精と見紛うばかりのなんとも美しい外見の中身はかなりの猛者だ。彼の軍の面々もかなりの美形揃いで幸季にはナルシストの集まりにしか見えない。厳つい屈強な男の集団である他の軍には絶対にいない、美を追究するタイプばかりだが、それに輪をかけて強気で強引で自由気ままな気質だ。もっとも自分勝手なのは鋭飛で、手下のトップの舞角まづのと彼に続く者たちも命令は聞くものの、彼らの自由さは計り知れない。


　＊　幸季・いままで　１


　風の一族の鋭飛は幼い幸季が庭遊びをしていると、いつもからかって小さなつむじ風を送ったり、森の木々の葉を鳴らせて怖がらせたりしては粒染に睨まれていた。かと思えば、姉にいじめられたり、何かで落ち込んだりしたときには、わかば医院の敷地内にあるムクノキのてっぺんの葉を編んで座れるスペースを作ってそこに連れて行ったりもした。

　中学生の幸季が学校に遅刻しそうになると背後から風を送って足を速めてやったり、想いを寄せた女生徒のスカートを翻してやっていたが、幸季に近づく女性が増えてくると、彼女らに向かって風を吹かせた。プレゼントはどこかへ飛ばしてしまうし、ケータイやスマホは手から滑って飛んでいく。おかげで幸季は兄と違って全くさえない学生時代だった。医学部の六年間は少し離れた大学に進学して、鋭飛のテリトリーから出たおかげで少しは青春らしきことも経験はした。ただ、デートでドライブに出かければ突風による通行止めが多発、テーマパークでは強風で乗り物は全滅という有様で、恨めしく空を見上げると、屈強な風の一軍に混ざって舞角が遊んでいたりするのだった。







　大学を卒業して、実家近くの病院で前期研修を受けた。後期研修はもちろんわかば医院として勤務を始めた。その頃、幸季は西の地方にある須賀病院に呼ばれた。そこでは医の仙の仕者たちによる病の魔に対しての訓練が行われる。姉兄もそこで魔を封じる方法を身につけた。魔を見る力、感じる力は個人によって全く違う。幸季はほぼ全ての病の魔を感じ、見分けることができた。封じる力も強力だが、そのぶんダメージも大きい。その克服方法も仕者たちに教えられた。物心ついた頃から魔が見え、仕者の望輝もそばにいたので、幸季はすんなりと訓練を終えた。

　須賀病院はかなり辺鄙な場所に位置している。若葉家の誰もが病の魔と関わる人生を送っている。幸季たち姉弟も親と旅行などしたことがない。子どもの頃は学校の旅行や塾の長期キャンプ、短期留学などはしてきたが、家族揃って家を空けるということは全くない。それが若葉の者にとって当たり前だから、何の疑問も不満も持たずに来た。医師になってから講習会や学会以外であまり旅行など外に出る機会のない幸季は、少しだけ旅をするつもりでゆっくりとした日程で出かけていた。須賀病院のある村は観光できる場所などない、ただの山奥の田舎だ。そこここに医の仙の仕者の気配がある。幸季はのんびりと村を歩き、自然を満喫しながら自分たちの存在意義を考えた。

　田んぼの間をぶらぶらしていると、少し強めの風が吹いて風の一族が通っていくのが見えた。厳つい躰の荒々しい男たちが飛ぶさまは勇ましい。その様子をぼんやりと眺めていると、一人が幸季の元にやってきた。

「こんにちはー」

　愛想良く挨拶すると、風の者は少し怪訝な表情をした。

「我らが見えるのか」

「はい。風のみなさんですよね」

「見かけぬ顔だが……須賀の元に来た者か」

「あ、そうです。東の方から」

「風の者に慣れておるの。我らを怯える者は多いが」

　風の男は面白そうに言った。精悍な若者に見えるが、先ほどから一軍が彼の後ろで控えているところをみるとそれなりの地位なのだろうと幸季は思った。

「若葉幸季と申します」

「我は数多あまただ。誰ぞ風の者を知っているのか」

「うちの近くでは鋭飛さんたちをお見かけします」

「鋭飛を！　なんと……」

　数多が本当に驚いた表情をした。

「鋭飛は我の兄だ」

「えっ、そうなんですか。風のみなさんも見た目で年齢とかわかんないですよねえ」

「見た目……まあ、鋭飛はなあ……」

「キレイですよねえ。最近はひらっひらの衣装がお気に入りみたいですよ。よく似合ってて美しいです」

「そう思う者もいるのか」

　少し苦い口調だった。鋭飛はその外見から一族の外れ者だと皆から思われている。数多は自分の軍勢を解散させて追い払い、改めて幸季と向かい合った。

「ええ。あ、うちの祖母は元は花の精だったそうですけど、祖母とも気が合うようです」

「おお、そうか。おばばさまが。それはありがたいことだ」

「僕もそうですけど、うちは産婦人科なんです。産婦人科っていうのは、」

　幸季の説明を数多は遮った。

「それくらいは分かっておる。子の誕生を護っておるのだな。ならば病の魔がさぞ多かろう。胎内の子どもも生まれたての赤子も、その母も狙われやすい。なるほど……そなたには望輝どのが守りについているのか。気配がある」

「そうです！　良くお分かりですね」

「……まあ、そういうところならば鋭飛は馴染むのかも知れぬな」

「うちの病院、小さな森の中にあるのですが、森全体を気に掛けてくださっています」

「そうか……」

　数多は表情を緩めた。

「鋭飛は我よりも厳しく荒かったが……そうか。赤子を護っているのか……」

「あー、気性は変わってらっしゃらないと思います。結構きついし、意地悪もされるし、僕、小さい頃なんてよくいじめられました」

　幸季の言葉に数多は大笑いした。

「そうかそうか。幸季には意地悪なのか。ははははは！」

　何が可笑しいのか、数多は腹を抱えていたが、ふと真顔になった。

「我ら風は魔と連むこともよくある。病の魔だけでなく破壊の魔などはしょっちゅう我らと暴れる。我らは人間の意に反して災いを運ぶ」

「……それは風の方々の使命でしょう。人と同じく、風の方、光の方、水の方……みなさんそれぞれですから……うまく言えませんけど、各々がすべきことなのだと思います。敵対することだってあるのは仕方ないのかなって僕は思ってます」

「ほお……。では、鋭飛が病の魔を運んできても？」

「とっても困ります」幸季はちょっと笑って、続けた。「でも、うーん……それは鋭飛さんがそうしなければならなかったからってことだから…………そうすると戦わなきゃなんないってことですよねえ。うん、でも、そのときは僕のやるべきことをします。おそらく、僕の家族も。そのために僕は医の仙の仕者さまたちの研修を受けに来たんですから」

「そなた……幸季、覚えておこう。我ら風の助けが必要ならば鋭飛に言え。困りごとがあるならば、我、数多か礁跳しょうちょうを呼べ」

「心強いです。礁跳さまも風の方ですか」

「先ほど後ろにいたひときわ大きいのがそうだ。役に立つ」

「ありがとうございます。そんなことにならないように僕も努力します」

　良い答えだと数多が微笑んだ。そして、田んぼの脇に咲く花に声を掛けた。

「花の精よ。この者は人の子の誕生に関わる医者で、おばばさまが花の精だそうだ。病の魔からの守りをつけてやってもらえぬか」

「お話は聞こえておりました。我らが花、小さきものではございますが、ご帰宅までの旅の守り、病の魔からの守り、お体に香りを付けて差し上げましょう。そして、人へ変じた我ら花の仲間へこれを……」

　触れたら壊れるのではないかと思うほど繊細で小さな花の輪が幸季の掌に乗せられた。親指の爪ほどの大きさで、幸季は思わず息を止めた。

　その仕草に花の精たちがクスクス笑った。

「息ぐらいで飛んでいったりはしませんわ。胸元に仕舞ってくださいな」

「あ、そうなんですか。すごくキレイですね。ありがとうございます。祖母も喜びます。もうすぐ人間の年齢で百歳になるんです」

　花々が小さく揺れて「まあすてき！」「祝福を！」とさざめいた。


　＊　幸季・いままで　２


　わかば医院に戻った幸季は産科の医師として分娩に明け暮れていた。通常の分娩でも何が起こるか分からない。今夜、お産した妊婦は正常な分娩で、赤ちゃんにも何も問題はなく幸季もほっとして処置を終えた。新生児を囲む母親と父親、幸せな空気が幸季にも伝わる瞬間だ。一時間後、部屋に戻るために移動しようとした母親の顔が突然真っ白になって意識を失った。弛緩出血、スタッフの招集は迅速だった。幸季は治療を開始し、一命を取り留めた時には朝日が昇っていた。

「……みなさん、ありがとうございました」

　姉を含む産科と麻酔科の医師たち、看護師たちに幸季は礼を言った。

「予測不可能なケースだったから気に病むなよ」

　同僚の安司医師がぽんと肩を叩いた。

「だとしても、もう一度自分にミスはなかったか考えなさい」

　姉の幸子が冷たく言うと、助産師がちらりと彼女に抗議の目を向けた。

「すぐに報告書を書きます」

「しっかり考察も加えて次回のカンファレンスで提出しなさい」

　幸子は「ま、慌ててパニックにならなかったのだけは評価してあげる」と言いながら部屋を出て行った。

「初診まで少し時間があります。幸季先生も朝ご飯食べて来てください。外来の予約結構入ってますよ」

　主任助産師の椎名に促され、幸季は医院の敷地内にある自宅に戻った。

　祖母の皐さつきが特製の味噌汁を幸季の前に置いた。

「大変だったのね。さあさあお食べなさい。元気出して、しっかりお仕事！」

「ありがとう。いただきます」

　まだ血液の匂いが鼻腔に満ちていて食欲はなかったが、皆の言うとおり食べなければ身体が持たない。いつ魔がくるか分からないため、エネルギーの備蓄は必要だった。

「幸悦先生も幸之輔もみんな同じ経験してるの。経験して、学んで。その積み重ねよ」

　皐の胸に付いている花飾りは、花の精から幸季がもらってきたものだ。

「ありがとう。おばあちゃん、それ、毎日つけてるね。ブローチ好きなら今度なにかプレゼントするね」

「これがいいのよ。これでなきゃだめなの。幸季がいただいてきてくれて、本当にうれしかったのよ。花の気がこもってて、年寄りの体には優しくて……」

「ああ、そういうのがあるんだ」

　人に変じてからは人としての生を全うする定めだが、やはり花の気を補うと良いのだろう。幸季は祖母の来し方を思った。

「おばあちゃん、人になってよかった？」

「ええ。幸悦先生と一緒に居られて本当に幸せ」

　元は紅花の精で、薬草として医の仙の仕者の元にいた。産褥や女性特有の血の道症状に効果のある性質を持っていた。病の魔に対して強い力をもつ若葉幸悦の仕事を見て、彼の役に立ちたいと強く願ったという。花の精としてなら、寿命は人より遙かに長いが、変じてしまうとその相手と一緒の時を歩むことになる。そうしたい皐の願いを花の仙と医の仙が叶えた。もとよりそれが皐の運命だと神が決めていたからだった。

「縁えにしを結ばれる百々桃どどとう仙人さまをお見かけしたの。幸季にはお嫁さんが来るかと思ってたわ」

「……そうなの？　来るかも……来ないかな」

　祖母の言う意味を幸季は理解し、想像した。幸季の想い人が「お嫁さん」になるとは限らない。

「いいわ。幸季が幸せなら」

　皐は静かに微笑んだ。

「ごちそうさまでした。おいしかった。うん、今日一日頑張れるよ」

「気を引き締めて。こんなときこそ魔につけ込まれないように」

　祖母は孫の手を優しく包んだ。

「うわあ、僕、こんなに緊張してたんだ……おばあちゃんありがとう。楽になった。行ってきます」

　幸季は気持ちを切り替えて職場に戻った。







　幸季が午前の外来診察中、救急車が二台到着した。それ自体は珍しいことでもない。わかば医院では、他の産科や助産所で出産時トラブルがおこれば積極的に引き受ける。立て続けの救急受け入れは、処置内容によっては現場はかなり錯綜する。

「救急、なんでしたか？」

　外来の合間に幸季は看護師に訊いた。

「NICU一名、交通事故一名です」

「事故」

「おそらく母体は……」

　看護師は言葉を濁した。NICU搬送なら、とりあえずは生まれているから新生児科が診るが、事故のほうは産科が主体となる。

　別の看護師が顔を出した。

「幸季先生、外来お一人でお願いします。他の先生、オペに入られます」

「了解です」

「それと幸子先生ご担当の木村さん、陣痛の間隔が十分になったそうで今から来られます」

「それも了解」

　幸季は、よし！と気合いを入れた。

　外来を全部引き受けて、合間に事故で運ばれた妊婦の状況を訊いた。看護師によると家族が何が何でも子どもを助けて欲しいと騒いでいるらしい。

「どうしても跡継ぎが必要なんですって。お母さんの心配してるのは強いて言えば旦那さんだけかしら。実のご両親もいらしてるんだけど、どうしても赤ちゃんを！っておっしゃってます」

「事情があるんだろうねえ……」

「三十週未満らしいですけど」

「うわあ、ベビーもご家族もこの先大変だ」

「跡継ぎだったらよってたかってお世話されるんじゃないですか。次の方お入りいただきますよ」

　看護師は仕事を続けた。

　通常の何倍も妊婦を診て、午前の診療が終わったのが午後診が始まる時間だった。その頃にはオペに入っていた医師たちも戻ってきていたが、幸子は患者家族への対応にまだ掛かりそうで、幸季はお産を一件担当し、続いてすぐに自分の担当患者のお産がはじまった。順調な分娩で元気な泣き声を響かせたが、それに釣られたように小さな病の魔が現れた。予兆は無かったものの、こういうケースはままある。幸季は戦うことなく病の魔を封じた。

隣の分娩室では子宮口が開いていかないため帝王切開に切り替える患者が出た。幸季はそのまま助手に付くことになった。

「すぐに用意しますけど、ちょっとだけ！」

　バタバタと分娩室を出て、幸季は粒染を探した。さきほど封じた病の魔の処理を頼まなければならない。兄の幸典がいるMFICUの手前で粒染を見つけた。

「ごめん、いまからカイザー！　処理、お願いします！」

　粒染に封じた魔を取り出してもらい、また産科に走った。

「こら、走ったら危ないでしょう！」

　姉の幸子の声がした。

「ごめん、急ぎ！　木村さん生まれました。おつかれさまっ！　これっ！」

　幸季は片手で拝みながらポケットからアメを出して幸子に投げた。

「サンキュ！」幸子がうまくキャッチしたときにはもう幸季は走っていた。幸子の表情から、事故で運ばれた妊婦の家族との話し合いが難航したのだろう。その分、できることは代わろうと思った。

　長時間の陣痛に耐えた末の帝王切開で、産婦も家族もぐったりしていたが、赤ちゃんだけはことのほか元気だ。その泣き声は幸季たちにとって救いだった。

　盛りだくさんに色々なお産が重なったが、わかば医院にこんな日はままある。医師も含めスタッフはよく働くぶん、よほどの救急がない限り休みをきちんと取れるようになっている。ワーカホリックな医師と論文を抱えた研修医たちは休みでも出てきて自分のテリトリーをうろついているが、それも無理のないように配慮されているため、離職率が非常に少ない。

　夜になって、やっと産科は落ち着いた。

「幸子先生、あのご家族、どうなりました？」

　安司医師が訊いた。

「これから大モメするんでしょうね。ママさんもパパさんもご実家が老舗で絶対に跡継ぎが欲しい！って。その割にどっちも四十過ぎての結婚なのにねえ」

「ママさんご実家なんて娘が亡くなってるのに、孫をよこせ！って叫んでましたものね」

　甘党の安司がまんじゅうを頬張った。

「育児放棄にだけはなりそうにないけど……どうかしらね。ま、私は言うべきことは伝えた。あとは両家とパパの話し合いね。ああ、もう、こんな時間。お先に失礼しまーす」

　幸子はパタパタと出ていった。

「今夜は鈴木先生も来るから、幸季先生も今日はもう帰っちゃってください。陣発の人もいまのところいないし。今のうち今のうち」

　当直の安司が手を振ったので、幸季も素直に従った。







「はー、長かったー」

　幸季は外に出て大きく息をついた。少し木々が揺れるのを眺めていると、木の枝に風の一族の鋭飛えいひの姿があった。

「さっき幸子も酷い顔だった。おまえもなんだその顔は」

「えー、そう？　まあ、夕べからバッタバタだったからかなあ……。あれ？　鋭飛、それ新しい服？」

「皐どのの新作だ」

　上半身は細かいピンタックで立体感が出され、張りのあるリボンサッシュで絞られたウエスト、たっぷりとボリュームのあるスカートは先日までのゴシックロリータ風ではなく、クラシカルモダンなイメージだ。

「……なんか、クラッシックなのにものっすごく新しいデザインっぽいよね、それ」

「皐どのは幸悦先生に新しいタブレットというのを買ってもらったそうだ。それでロンドンのデザイナーのサイトで見つけて作ってくださった」

「おじいちゃんがiPadがどうとか言ってたの、それかあ！　っていうか、ロンドンって？　ロンドンのデザイナー？　なにそれ！　通販で何か買ってるのは知ってたけど、そんなこともしてたの」

　幸季が物心ついたときには祖母はミシンを使いこなして、幸子を着飾らせていたが、最近は鋭飛のドレスを作っていた。

「ネットでみたデザインをアレンジして縫っちゃったってこと？　もう、おばあちゃん花の精っていうとこから、すんごくかけ離れてる気がするんだけど」

「非常に軽くて動きやすい」

　鋭飛は少し体を浮かせて回転した。背中のリボンのたなびきが優雅だった。

「まあ……とっても似合ってるから、いいか。とってもエレガント」

「エレガント？」

「品があって優雅ってこと」

「褒められてるのか」

　幸季が肯くと、鋭飛が彼を抱えて樹齢五百年ほどのムクノキの梢まで飛んだ。てっぺんの枝を少し編んで、幸季が座りやすいように設えてある。幼い頃は怖かったこの場所は、長じるにつれお気に入りの場所になった。しっかり葉を付けている今の季節は下からは見えない。隣り合って座り、夜空を眺めた。

「力強い気が移ってる。今日の赤子はみな丈夫だったんだな」

「元気いっぱい。母体は色々問題ある人が多かったけど」

「まあ、この気をおまえに移すくらいの赤子ばかりだ、健康に育つだろう」

「そうなら嬉しい」

　幸季は鋭飛を抱き寄せて口づけた。いままで人間の女性に恋をしたし、男性からも告白され、こだわり無くそれなりに付き合ったこともある。あらゆる恋路を邪魔する鋭飛の行動をただの意地悪でないと気づいたときには、幸季は鋭飛以外のパートナーを考えられなくなった。

　鋭飛が固まったまま動かなくなった。

「もしかして……嫌だった？」

「おまえはいいのか」

　これだけ長い付き合いで、感情を露わにしてきたくせに初めてのキスでこれだ。幸季は少し呆れた。

「良いも悪いも、鋭飛、僕のこと嫌い？　好きでしょう？　いきなりだったのは悪かったけど風の一族ってキスとかだめだった？」

「……」

「僕は鋭飛が好きだよ。女の子も好きだったけど、鋭飛がいい」

「……おれは人に変じることもできないし、子も産めない」

　珍しく自信のない様子でうつむく鋭飛に幸季は彼の手を取った。

「風の鋭飛がいいんだ」

「忙しかったのか？　疲れておかしくなってるんだろう」

「違うよ。忙しかったし、疲れてるし、お腹すいてるし、報告書書かなきゃだけど、鋭飛とキスしたい」

　幸季はもう一度優しく鋭飛の唇をついばんだ。

「ちゃんと言わなきゃって思ってた。人間の寿命なんて鋭飛や粒染さまよりずっと短いよね。僕がとりあえずあと五十年くらい生きるとして、その五十年だけでも一緒にいてくれないかな」

　鋭飛がまた固まったので、幸季は少し待って、彼を抱き寄せた。

「こういうの、嫌じゃないよね？」

「…………」

　風の一族に体温は感じないが、人間ならきっと真っ赤になっているのだと分かった。こんな鋭飛の反応は初めてで、この様子が愛しくてたまらなかった。

「鋭飛って可愛かったんだ」

　耳元で囁き、彼を押し倒した。

　美しく聡明で強い男、それが幸季が知る鋭飛だ。腕の中で無抵抗にじっと幸季を見ている男に新鮮さを覚え、強く欲情した。

「触っていい？」

「……おまえの望みなら」

「風のひとって、他人のことなんて考えたっけ？　鋭飛も望んでるんだよね」

　鋭飛は視線を外した。

「……あ、しまった。舞角たちに見えちゃう？」

「誰も気にしない」小さく呟いて、鋭飛の方から幸季の下半身に手が伸びた。


　＊　幸季・いままで　３


　わかば病院の隣町に細川助産院がある。八十歳を超えてなお現役助産師の細川が切り盛りしていた。キャリアを見込まれ若い妊産婦に根強い人気があり、近年は細々ながらもお産が途切れることはなかった。

　矍かく鑠しゃくとして元気な細川だったが、ある日、いまから分娩開始といった時に急に倒れ、立ち会いをしていた妊婦の夫が救急車を呼ぶという修羅場となった。救急隊の要請でわかば医院からドクターカーを走らせ、間一髪で間に合った幸季が取り上げたのだった。妊婦の上に被さるようにして倒れた細川は夫によって脇に寝かされていたが、既にこと切れており、幸季の到着直後にやってきた救急隊員によって運び出されていった。

　お産は終わったものの、病の魔の気配が助産所中に充ち満ちていた。一緒に行った椎名看護師も病の魔に対する力を持つ看護師だ。彼女は魔を鎮めるより見つけ出して叩きつぶすようなアクティブ派のベテランで、その姿を姉の幸子がいつも「ゴキブリ退治みたいだ」とからかうが、ゴキブリを見たことがない兄の幸典と幸季は彼女を頼りにしている。

　険しい表情の椎名が暴れ出しそうなので、幸季は理由を付けて夫婦と新生児をわかば医院に搬送し、自分は残った。

「なんでこんなにいるんだ……こんなの、僕一人で無理だー！」

　幸季は窓を細めに開けてみた。風が全くない。

「うーん……鋭飛ー！　舞角ー！　だれかいないー？」

　空に向かって言うと、遠くに鋭飛の手下、玄妙たえの姿が見えた。幸季は常々玄妙をホストみたいだ思っておりあまり当てにはしていなかった。

「玄妙か……来るかな……」幸季が呟いた瞬間、「聞こえてるぞ」と目の前に飛んできていた。

「はやっ！　玄妙、頼みがあるんだけど」

「結界を張るのか？　ここはいつもこんな感じだが」

「お願い。僕に援軍が来るまで、魔がこの敷地から出ないようにしてほしいんだ」

「いいけどぉ……。皐どのに僕にもジャケット作ってもらってよ」

「えええ、交換条件？　それは直接おばあちゃんに頼んでよ。僕のとっておきのネクタイとチーフじゃダメ？　フランスのブランド物、新品！　ぜったい玄妙に似合う」

　土産物でもらったが、派手な水商売風で一回も使ったことがないものだ。

「了解」玄妙はニッと笑って舞い上がった。

　交換条件を出したことを鋭飛が知ればおそらく玄妙は罰せられるだろうが、この際仕方がないと幸季は思った。いまは結界を張って病の魔を外に出さないことが先決だ。







「……よくこんな場所でお産してたな。トラブルはほとんど聞いたことがないから、細川さん自身が結界だったのかな」

　呟きながら幸季は病の魔を片っ端から封じていった。それでもまだまだ蠢いている。

「うわ、なんだ！　こら、まとわりつくな！」

　病の魔に実体はないが、べっとりと粘着質に感じるものがなかにはいる。ここにはそんなものが多かった。なぎ倒して封じながら幸季はさまざまな魔の姿を見た。

「…………ああ、これってもしかして……」

　封じても封じても終わりが見えない。手足にかなり疲労を感じたが、ここで負けるわけにはいかない。

「お待たせー！　うっわーー酷いな」「なにこのベタベタ！」兄の幸典と姉の幸子が立て続けに入ってきた。椎名たち看護師も一緒だ。

「粒染りゅうせんが外で結界を張り直してるから、ゆっくりやっていこう」

　言いながら幸典が病の魔をガッとつかまえた。

「風のひとに結界張らせたりするから、風が強くて近寄れなかったわよ！」

　文句を言う幸子はダイナミックに魔をさらって封じていく。

「最後は父さんとおじいちゃんが封じに来てくれるって……よっ！」

　幸典が魔を蹴り上げたので、幸季はそれを封じた。

「これってさ、細川さん自身が結界だったの？」

「あー、コーキは知らないんだ」

「えっ、そうなの？　あんた会ったことなかったの？」

　兄と姉に言われ、幸季は「知らない。ここ来たのだって初めて」と返した。

「あのオニババ知らないなんて幸せだねえ」

「ほーんとクソババアに会ったのが死んだときなんて、幸せだこと」

「オニババ……クソババア……兄さんも姉さんもそんな言葉遣いする人だった？」

　幸季は今日の出来事の中で一番驚いた。

「幸季先生、上っ！」

　椎名の声に反応して、幸季は上から襲ってきた魔を封じた。

「細川さんは大ベテランの助産師で腕も確かですけど、同業者には厳しい方だったんです」

　椎名はスパーンとまとめて魔の気を鎮めた。

「大先輩にこんなこと言ったら失礼ですけど、本当にクソババアでした。あ、後ろ危ないですよ」

　別の看護師も魔を鎮めながら言った。

「へえ、そうなんだ……。さっきから思ってたんだけど、この病の魔って赤ちゃんにくっついてたものだよね」

「オニババがため込んでたんだろうねえ」

「プラス、クソババア自身が原因のものもいるはず」

　よほどの不和があったのだろう、兄と姉はまだ口汚い呼び方のままだ。

「よくみんな大きな病気にならなかったもんだ」

「違う違う」

　姉と兄が同時に言いながら、共同で一つの大きな魔を封じた。

「どういうこと？…………あ！」

　幸季は一つの可能性を思いついた。産婆による新生児の始末。昔から密やかに行われてきたことだ。魔を呼び、また、魔を造り出す冥くらい作業。

「そういうことよ」

　看護師が鎮めた魔を叩きつぶすように封じながら幸子が肯いた。

「さっき風の玄妙がここはいつもこんなものだって言ってた」

「じゃあそうなんだろうね。オニババがオニババだった訳だ」

　風の一族の姿がはっきり見えるのは姉弟の中で幸季だけだった。幸典は感じる程度、幸子はうっすら形をとらえられるだけだ。

「ちょっとこれ、光の子でもつかまえてこないと見えないかもよ」

　奥の部屋が闇の靄もやに覆われていた。幸子も幸典も光の一族の姿は見える。

「夜に向かってるから光の子はもう無理だし、あの子たちにこれを照らさせるのはかわいそうじゃない？」

　幸子の提案に幸典が答えただけなのに、なぜか幸季が睨まれた。

「僕、何にも言ってないよ！」

「ココちゃん、これ、僕らだけでは無理だ。父さんとおじいちゃんを待って、一緒に片付けるのが正解だよ」

「お母さんも来るって言ってた。クソババアの業は深いわね」

「……兄さん、粒染さまは外？　僕、もうダメかも」

　幸季は力が強い分、封じた魔を身体に溜め込むタイプだ。粒染に取り出して始末してもらわなければダメージが大きい。

　看護師の一人が粒染を呼んできた。

「結界は……大丈夫ですか」

「鋭飛の軍が回りを囲んでいる」

　粒染が幸季の封じた魔を始末していった。

　幸悦、幸之輔、賀子よりこと一緒に医の仙の仕者・望輝ぼうきがやってきた。

　奥の部屋の闇は幸悦と幸之輔が封じ、望輝がさらに閉じ込めた。

「始末しないんですか」

「この土地自体に闇が巣くっている。ここに宿っているのは病の魔だけではない」

　望輝が説明した。

「闇ごと始末するには土地を閉じなければ。この助産院がある限りそれはできない。ならば助産院自体を封印石にすべきでしょう」

「土地の所有権をうちが買い取れればいいですが。細川の親族がどう出るかはわかりません」

　幸之輔の言葉に幸悦も渋い顔をした。

「あの婆さんの親戚筋も似た者だからなあ」

　細川助産師のことを幸悦までがこのような言い方をしているのに、自分一人何も知らないと幸季は情けなかった。







　ムクノキの上で幸季は鋭飛を膝に載せていた。

「疲れてる割には……元気じゃないか」

「ヒトの男は疲れてるときほどココだけは元気になるんだ。まあ、全然ダメなときもあるけど」

　幸季は鋭飛の口腔内を舌で探検した。

「あの場所に来てくれてありがとう」

「……あ……っん…っ……」

「鋭飛がいると思ったら頑張れた」

　突き上げるごとに鋭飛は幸季にしがみついた。

「玄妙に聞いたけど細川さんのところって前からあんな気だったんだって？」

「…ああ……んっ……そう。…んんっ……あそこには病の魔の……通り道がある……っ」

「そんな話いままで聞いたことがなかった」

「幸悦は……知ってる……」

　動きを止めた幸季の腰に鋭飛は脚を絡ませた。

「止めるな」

「詳しく話して」

「いやだ……続けろ」

「おい」

「続けたら話す」

　鋭飛が唇で幸季の口を塞いだ。







　果てた幸季は息を弾ませながら鋭飛に目で問うた。

「もう、いいだろう」鋭飛は逃げようとした。

「どういうこと」

「言いたくない」

　幸季は飛び上がりかけた鋭飛のスカートを掴んだ。

「破れるじゃないか！」

「言わなきゃおばあちゃんがもう二度と縫ってくれないよ」

「……」鋭飛は幸季の横に座った。

「で？」

「あの通り道を作った魔は俺が運んだ」

「はあああああ？」

「忘れてた。幸悦がおまえくらいの時だ。皐どのもまだいなかった」

「じゃあ封じ方くらいわかるだろう」

「知るか。俺は好きなときに好きなことをする。魔と連むのが面白ければそうする。……いまはおまえと居る」

「あの場所は」

「死んだばあさんの親も産婆だった。あそこで赤子は生まれるし死ぬ」

「やっぱりそうか……」

　あの纏わり付くような魔は生まれる前の命が変化したものだ。今よりもっと周産期医療の質が低かった時代、新生児死亡率は高かった。分娩時のトラブルで亡くなる母子も多かった。そして、生まれても生きていけないであろう赤ん坊も産婆の手によって。病の魔が関与しなくても闇に飲み込まれる者は多かった。そこに魔がとりつき変化するとあの助産所にあったような闇となる。

「俺を嫌うか」

　問うだけ問うて答えを待たずに鋭飛は幸季を地上に戻した。
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　立て続けに三人の分娩を終えた幸季に椎名看護師が言った。

「お疲れ様です。第二会議室で院長先生がお待ちです」

「へ？　僕？」

「私たちにも招集がかかっています」

　やや緊張した口ぶりの椎名に幸季も真顔になった。

　会議室には院長の幸之輔だけでなく、祖父の幸悦、幸子、幸典、母の賀子よりこが率いる椎名たち看護師、千種と純子も後ろの方にいた。全員が魔に対峙できる者だ。

　幸之輔が話し始めた。

「隣町の細川助産院がいよいよ取り壊しになります」

　二年前、急逝した細川の助産院で発見した魔の通り道はいまも閉じ込めたままだ。基本的に粒染の管理下に置かれ、幸悦と幸之輔が行ってチェックしているが、土地と建物は細川家のものだ。

「うちで買おうと交渉していましたが、頑なで。いったん更地にして、ワンルームマンションを建てるそうだ」

「そんなに高かったんですか」幸典が訊いた。

「いや、金額じゃない。若葉との関わりなきところに売ることと生前から書面で残していたらしい」

「病の魔じゃなかったけど、クソバ……失礼、細川さんには魔がついていたのでしょうね」

　幸子が苦々しげに言った。

「更地になる前に魔の通り道を塞がねばなりません」

「どうやって」

「それが……非常に原始的だが、人海戦術。作戦も何も、出入りするのを全部封じるしかない」

「病の魔だけじゃないんでしょう？」

「いや、もうあそこに溜まるのは病の魔だけになった」

「私たちで対処するしかありません」

　賀子がピシッと言うと、看護師たちの表情が引き締まった。

「望輝さまや國蒼こくそうさま方がいらしてくださいます」

　粒染が他にも助けが来るといい、要領を説明しはじめた。

「ちょっと待ってください！　何で僕は留守番なんですか」

　幸季が抗議した。

「ここが手薄になります」

　母の賀子が一言で片付けた。

「全員出払うわけにはいかないもんねえ。コーキはここでしっかり頑張って」

　兄の幸典がふわふわと言った。

「いやいやいやいや、こう言っちゃ失礼だけど、僕が一番若いんだし！　体力あるし！」

　能力も皆より強いという言葉は飲み込んで言い換えた。

「ぺーぺーが最前列でしょう、普通！」

「ペーペーには任せられないわね」

　あっさりと姉の幸子に言われ、幸季はそれでも食い下がろうとした。

「こんなときこそ守りが必要だ。千種くん、純子くんあなたたちもここを頼みます」

　長老の幸悦に言われると、肯くしかなかった。







　会議後、また診療に戻った幸季は逆子の帝王切開を行った。

「幸季先生、お気持ちは分かります。僭越ですけど、私も同じ気持ちです。でも、ここを守るのも重要だと思うんです。魔って絶対に手薄のところを狙ってきますもの」

　看護師の千種が遠慮がちに言った。

「大人げなかった。ごめん。心配させましたね」

「いいえ。私も純子ちゃんが行かないことになってほっとしてるんです。……私たちの先輩は魔の世界に連れて行かれたので」

　千種は器具を片付ける手を止めなかった。

「連れて行かれた？　魔にやられたってこと？」

「いいえ。魔との戦いで……通り道があったそうです。そこで私たちの同級生の身代わりとなって魔の世界へ行かれたんです」

「生きてるの」

「おそらく。私たちの看護学校には生徒それぞれの木があります。先輩……芽生めばえさんって言うんですけど、芽生さんの木は風の方がすべて花を落として行かれました。でもそこに一輪だけ蕾がついたんです。だから、生きておられます。私たちはそう信じています」

「どうしてるんだろうね、その芽生さん」

「お辛い目に遭われてないといいんですけど。純子ちゃん、芽生さんのこと大好きだったので、通り道があるってなったら飛び込んじゃいそうな気がしてたんです」

「あーやりそう……」

「やりませんっ！」

　いつの間にか後ろに純子が来ていた。

「うわっ」「きゃっ！」幸季と千種が声をあげた。

「失礼。失礼ついでに、純子くん、本当に飛び込まないでくださいよ」

「芽生さんのことを探したいのは本当です。でも、私もそこまで軽率ではありませんっ！」

「だよね、よかった。純子くんがいないと幸子先生が困ります。歴代の中で純子くんが一番幸子先生と相性がいいようだしね」

　横で千種がうんうんと肯いた。

　純子は千種の仕事を手伝いながら言った。

「私、もっと幸子先生のお役に立てるようになりたいです。病院の仕事も、魔に対しても」

「私も幸季先生の補佐としてもっと頑張ります」

　若い看護師たちの意気込みに幸季は、僕も頑張るよと返した。







　夜、家に帰るため幸季が外に出ると、鋭飛が降りてきた。

「拗ねてるのか」

「なんで」

「拗ねてるんだ」

「上、連れてって」

　幸季が言い終わる前にもう飛んでいた。いつものようにムクノキの梢に二人で座った。

「何で僕は留守番？　僕が一番力あるよね？」

「だからだろう」

「鋭飛は行くの？」

「俺は関係ない」

「関係あるだろ！　誰だよあそこに魔を連れてったの！」

「腹減ってるのか」

　幸季の機嫌が悪いのは腹が減ってる時だと鋭飛は思い込んでいる。

「あとで食べるからいい。腹減ってるより腹立ってる」

「何で怒る。おまえが一番力があるんだろう。だから残るんだろう」

「なんで！」

「なんでって……魔に対する力だけなら幸悦も幸之輔も秀でているし、おまえは一番若いからだ」

「だから、僕が行けばいいじゃないか」

「もしおまえがやられたら、若葉の一族はどうする。一番先が長いのがおまえだろう」

「えっ？」

　幸季は目を見開いた。

「魔の通り道を塞ぐんだろう。返り討ちに遭う危険性が高い。粒染どころじゃない医の仙の仕者たちでもやられる」

「え、え？　だから？　だから僕が留守番？　子ども扱いかよ」

　鋭飛が冷ややかな目をした。

「子ども扱いと思うのなら、おまえは本当に子どもだ」

「…………わかってる」

　家族の思いがやっと分かった。

「情けない。魔に負けるより情けない」

「まあな。……まあ、俺が若葉の味方に付いてやる。だからおまえはここを守ってろ」

　はあ、と大きな息をつく幸季の横に鋭飛はいつまでも黙って座っていた。
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　細川の親族に拒否されている手前、昼に助産院に乗り込むわけにもいかない。わかば医院の面々による魔の通り道を封じる作戦は深夜に決行された。

「こんなの不審者集団以外の何者でもないよねえ」

　どこか嬉しそうに幸典が囁き、幸子に頭を叩かれた。

　鋭飛の一軍は人が近づけないように周囲を風で覆った。今夜は新月、そのうえ「ちょっとした不具合」で細川助産院周囲の外灯は消えており、電柱の防犯カメラも機能しないようになっていた。

　医の仙の仕者のうち望輝ぼうきと國蒼こくそうが粒染りゅうせんとともに始末をする。國蒼は仕者の中でも武闘派のひとりで、誰よりも厳つい身体で仁王像のようだが、女性の繊細な心情を大切にして婦人科系の疾病に理解が深い。

　取り逃した病の魔が外に出ないように望輝と國蒼は強固な結界を張った。

　既に気配を感じている魔が暴れ始めた。

　その辺を飛び回っている雑魚のような魔は、幸悦がひょいひょいと指先だけで摘まんでは粒染に渡している。さすがに百歳近いため、身軽に動くことはしないが感覚は鋭いため全員の指揮者だ。

「では、皆さん、行きますよ！」

　賀子たち看護師がドアを開けた。通り道は塞いであるが、助産所自体に巣くっていた病の魔が一斉に反応した。

「あのオニババが溜め込んだんじゃないんだな」

「クソババアの先代の方が時代的にアンタッチャブルな役割引き受けてたんでしょうね」

　幸典と幸子は視線を交わし、左右に分かれた。看護師たちが見つけた魔をどんどん封じていく。

「畳の目地から湧いてくるみたいに這い上がってきますね。あそこっ！　私が抑えます！」

「それだけ業が深かったんだ……よっ！」

　幸之輔と賀子夫婦は息の合った連携で古い魔をさらっては封じた。

　椎名看護師たちは格闘技のように魔をつかまえて幸子と幸典に渡していった。

　玄関で控えている幸悦はすり抜けた病の魔が出ていくのを阻止して封じていた。

「幸悦先生、大丈夫ですか」

　高齢の彼を気づかって粒染が頻繁に始末しにそばに寄る。溜め込んで身体に障りが出ないようにと常に目を配っていた。幸悦は玄関にいても中の様子が分かるようで、居間の天袋だ、寝室の押し入れだ、と指示を出した。

　奥の部屋に着くまでそのような状態だった。


　＊　わかば医院・いま　４


　その頃、幸季は安司あんじ医師担当の帝王切開についていた。双生児で帝王切開は来週予定されていたが、その前に陣痛が来てしまったのだった。これはよくあることなので幸季も通常通りオペ室に入った。

　病の魔の気配を感じたのは、一人目を外に出したときだった。

「マジか……」

「え？　なに？」

　幸季の呟きに安司が顔を上げた。

「あ、いや、失礼」

　幸季は千種を目で探した。千種は麻酔科医の後ろに回って辺りを伺っていた。彼女も気配を感じていたのだ。

「もうひとり、いきます！」

　安司は上機嫌で取り上げたが幸季は強く緊張していた。新生児についていた魔ではなく、どこか外からきたものだ。

「幸季先生、もうちょーっとだけ手伝ってねー」

　縫合しながら安司は幸季の集中力が他に向いているのを注意した。

「すみません」幸季は素直に謝った。千種がオペ室の中を見渡して、外だ、と表情で伝えて来た。幸季にもそれは分かったが、ゾッとする感覚が抜けない。どれだけの力を持つ魔なのか気になった。

　オペ室を出ると、看護師の純子が廊下で険しい顔をしていた。

「幸季先生、外に。北庭のあたりかと思います。私が見てきます」

「ダメ。僕が行きます。千種くんと二人で新生児室とNICU中心に見回ってください」

「MFICU含め全体を見てきました」

「ありがとう。でも、僕が行く。どうも中にいてもザワザワするから小さいのは紛れ込んでると思うんだ。鎮めておいてください」

「でも……！」

「じゃあ、三十分。三十分経って僕が連絡入れなかったら来てください。助産院に行ってるみんなにはまだ知らせなくていいからね。あっちはあっちで大変だし」

「わかりました。三十分を一秒でも過ぎたら、行きますから！」

　純子が睨んだ。こういうところが姉とよく似ていると幸季は思った。







　森の木々が新月の暗さをさらに覆っている。医院の周囲は常夜灯が多く設置されているが、北庭の一角はそれが切れていた。幸季は総毛立った。

「わかりやすく、あのへんってことか。っていうか、絶対あそこ」

　幸季は懐中電灯で庭石を照らした。たしかここは隅の一角に水が湧いていて、小さなビオトープになっていたはずだ。

　注意深く照らしていくと、一瞬、すっと光が吸い込まれる部分があった。魔の姿は見えないが、気配だけは強く感じる。

　ゆっくり近づくと、小さな魔がぴしぴしと当たってきた。手の一振りでそれを封じて歩を進めた。

　突然、ビオトープの水が飛んできた。

「うっわ、なんだよ！　っと！」

　ザバザバと全身に水を浴び、手首に衝撃を受けて懐中電灯が足元に転がった。ビオトープの水量は多くないはずなのに、この大量の水はどこからだと戸惑ったが、水の感覚が清浄だと気がついた。

「え、なんで……。魔じゃない？」

　ここで水の精を見たことはないが、湧水ならいても不思議はない。

「水の方、いらっしゃいますか？　守ってくださってる？」

　返事がない代わりに魔の気配が濃くなった。

「うげ。見えちゃった……」

　ビオトープの縁に深い闇が開いていた。

「通り道、ここに開いたのか」

　ドンと強い衝撃と共に病の魔が出てきた。魔の姿はさまざまで対峙する者によって見え方が違う。魔を封じる方法もそれぞれ自分のやり方をもっている。この若葉の姉弟は魔と格闘することが多いが、父と祖父は大きくは動かず静かに対峙して封じるのだった。

「なんか悪そうな顔してる……顔ないけどね」

　恐怖をひとり軽口で覆った。兄の真似だ。こんな時こそ落ち着いて冗談の一つも出せと何度も言われてきた。

　魔の動きは緩慢だった。跳び蹴りで倒して封じた。

「デカい割に弱くないか……弱ってるのか？　水のおかげ？　ってまた来たぁ」

　闇から次々と大きな魔が出てきた。水に濡れた白衣が触れると魔の勢いが弱まるのが分かり、幸季はそれを利用して封じていった。

「うわっ、出た」

　今度こそ、強力な魔だった。飲み込まれそうになるのを躱し続け、殴り、蹴り、頭突きを食らわせて押さえ込んだ。

「僕、こういう封じ方、嫌いなんだけどね」

　毒々しい魔に触れてもいつもほどダメージを感じない。幸季は先ほどの水の清浄さだと思った。







「……先生、あと少しです。お願いします……！」

　微かに、本当に微かに声が聞こえた。

「えっ！　……えっ？」

　幸季が聞き返したが、声は消え、代わりに走ってくる足音が聞こえた。

「幸季先生！　ご無事ですか！」

　千種と純子だった。

「よかった、ご無事で。ずいぶん封じられたんですね」

　千種が泣きそうな声を出した。暗いため顔の表情までは分からない。

「千種ちゃん、左っ！　右のは私が！」

　純子が彼女を引っ張った。

「泣いてる場合じゃないわ。なんか大きいの来る！　幸季先生！」

「任せろ！」

　軍勢のように魔が大量に飛び出してきた。

　千種と純子が鎮めていくが、少しスピードが弱まる程度でどんどん幸季に襲いかかっていく。

「幸季先生！」

「だいじょう……ぶ……」

　幸季は防禦をせず、攻撃のみしていく。息も切れず手足が動くのは、やはり水だと確信した。

「さっき、あと少しって言ったの君たちじゃないよね」

「は？　なんですか？」声を揃えた彼女たちに幸季は「なんでもない」と返した。こんな声じゃなかった。じゃあ、誰だ。自分を「先生」と呼ぶのは患者かスタッフか……。

「千種ちゃん！」

　純子が彼女に飛びついた。魔が千種を包み込んでいた。

　幸季は片手で目の前の魔を倒し、もう片方の手で千種の頭の上をなぎ払った。

「ラチがあかない……」

「幸季、いますか」

　祖母の皐の声がした。

「おばあちゃん？　ダメだ、こっち来ちゃ！」

「大丈夫、離れてるわ。千種さん、こちらへいらっしゃい」

　皐は鈴の音を響かせた。その音を頼りに純子が「ごめんね！」と千種を突き飛ばした。悪気がないのは皆が分かっている。皐は千種に浄化作用の香油を振りかけた。

「すぐに楽になります」

「申し訳ございません。ありがとうございます！」

「お願いします……あら……？」

　皐は空を見上げた。微かに風を感じたのだ。

「風のお方！　お力をお貸しください！」

　祖母の語りかける声に幸季は自分も叫んだ。

「鋭飛！　鋭飛、いない？　鋭飛、来て！　風の方ーー！　数あま多たさま！　礁跳しょうちょうさま！」

　数秒後、ザザッと森の木々が揺れた。

「誰だ、我を呼んだのは」

　皐は頭を垂れた。

「すみません！　ご挨拶はあとで！　この魔を外に出すわけにいかないんです……っと！」

　魔を押さえながら幸季が言った。

「病の魔か。なかなか苦労しておるな」

　大男はニヤニヤした。

「申し訳ありませんが、この周りを護っていただけませんか。えーと礁跳さま、ですよね」

「我を知っているのか。どこかで見た顔だの。まあよい、それくらいは助すけてやろう。そなた、おばばさまを中にお連れせよ」

　千種に指示を出し、礁跳は風を巻き上げた。

「これで大丈夫……え？　なんか言った？」

　抑えていた魔を封じた幸季は純子に尋ねた。

「何も言ってません……けど、声が……しますね……？」

　純子も耳を澄ませた。


　＊　助産院・いま　２


　どれだけの病の魔がこの路を通ったのだろう、この細川助産院にいる全員が思った。

　終わりが見えないほど病の魔が出てきて、幸典が軽口を言うこともできなくなっていた。

「あんた、えくぼもなくなって老けたオジサンの顔になってる」

　同じように魔をひねり潰しているのに幸子の辛辣さはまだ健在だ。

「ココちゃんだって…………いや、元気そうだね」

「母は強しよ。ダンナもいるしね」

「えーそんなもの？」

「早く粒染とくっついちゃいなさい」

　小声で囁いて一緒に目の前の魔を封じた。

「そういうの、無理」

「ふぅん。あんたそれでいいの？」

「いま言うことじゃないだろ」

「そうね。ま、身の振り方、考えなさいよ」

　幸子は母の賀子が鎮めている魔を封じに走った。







「あれ、いま、幸季が呼んでませんでしたか」

　助産院の上空で舞角まづのが鋭飛に言った。

「分かってる」

「ん？　……礁跳も呼んでる？」

「なら奴らが行く」

「いいんですか」

　鋭飛は肯くだけで風を助産院に送った。

　本当は今すぐ行きたい。誰よりもあの男のそばにいたい。だが、いまはこの病の魔を封じる人々のためになることをしなければと鋭飛は思っていた。病の魔をここに連れてきたのは自分だ。そのまま根付いてしまっても気にしなかったし忘れていた。

　細川の老婆はいつの間にか代替わりしていたが、どちらも業突く張りの婆だった。病の魔は彼女たち自身に巣くった。子を身ごもったばかりの若い女、胎児、新生児は病の魔の好物だ。細川を信じ、細川を頼ってきた女たちとその子どもを婆は魔に差し出してきたのだ。

　魔と連んで遊ぶのは楽しかった。その頃の鋭飛は特に病の魔と各地を飛び回っていた。広がりゆく病に倒れる人間たちを嗤って眺めていたこともしょっちゅうだった。

　あるとき、森の木々を揺らしていると、子どもたちの姿を見た。芝生に座りバスケットから何かを出して食べてはしゃいでいた。男の子と女の子、そしてカゴに寝かされている生まれたての赤ん坊。男の子は風に目を塞ぎ、女の子は髪をなびかせて赤ん坊を守った。その赤ん坊は小さな手をこちらへ伸ばしてきゃっきゃと笑った。面白いと思った鋭飛が近づくと、男の子は不思議そうに鋭飛に「だれ？」と聞いた。「だれかいるの？」女の子の問いに「わかんない」と答えながらもサンドイッチを差し出して「食べる？」と聞いた。それが幸子と幸典、赤ん坊の幸季だった。幸季が一番見えているようで、さかんに鋭飛の手を掴み、ネコのような声で意味の分からない言葉を話した。まだ歩くこともできない赤ん坊は何を思ったか鋭飛の指を握っては笑ったのだ。それからずっと幸季を見てきた。

　幸季が自分をこんな風に呼ぶのはよほどのことだと鋭飛は知っている。何を置いても彼の元へ行ってやりたいのに、行けない。ここで彼の家族に手を貸す方が良いと判断したのだった。


　＊　わかば医院・いま　５


「先生、いらっしゃいますか。これで最後……です……お願いします……」

　真っ暗な中で表情は分からないが、幸季と純子は顔を見合わせた。

「これって、まだ来るってことだよね」

「ですね。……こっちの方から聞こえた気が」

　純子はビオトープに身を乗り出した。

「ぎゃ！　穴！」

「そうなんだよね。穴なんだよ。そこから出てきてる」

「えっ、えっ、じゃあここが通り道じゃないですか！」

「そういうことになるよね。困るよね、よりによって病院の敷地内に病の魔の通り道って」

「幸季先生！　そんなのんびり……」

「来るよ！　千種くんもいい？」

　千種も走ってきていた。

　三人が身構えると、さっきより勢いよく、まるで噴火のように魔が飛び出てきた。

　正面からまともに突き当たってきたが、三人とも持ちこたえた。

「強烈……」

　純子の呟きに幸季が励ました。

「でも、最後って言ったよ。二人とも頑張れ！」

「はい！」

　魔の塊を真上から踏みつぶしながら幸季は言った。

「これってさ、向こうが成功してるってことだよ。多分」

「えっ？」

「あっちが塞がれたから、ここに開いたんだ。最後っていうだけあって……嫌な魔だ」

　拳を突き上げた幸季は穴に目をやった。さすがに疲れで身体が重くなってきた。気を取り直して、純子と千種が鎮めている魔を叩きつぶした。

「ぐあっ！」

　腹に思いがけない反撃をくらい、幸季はビオトープに落ちた。

「先生っ」

「……くっ」強い毒性に反応して、いままで身体の中に封じた魔が暴れた。顔が半分水に浸かっている上に身体の中からの痛みで息ができなかった。

　水面から出ている方の耳にまた声が聞こえた。

「水が魔を鎮めます。あと十秒、動かないでください」

　動きたくても動けなかった。

「せんせいっ！」千種と純子の呼びかけにも答えられなかった。

「……大丈夫です。もう大丈夫」

　千種がはっとして純子の腕を引っ張った。

「なに！」

「今の声……！　芽生めばえさんだった」

「芽生さん？」

　ああ、彼女たちの先輩か、と幸季は思った。やっと息ができるようになり、起き上がった。

「幸季先生！」

「大丈夫。この水、浄化作用があるみたい」

　幸季は穴に近づいて覗き込んだが暗黒で何も見えなかった。それでも気配を感じたため、手を突っ込んでみて残っていた魔を引っ張り出し、封じた。

「……先生……ありがとうございます……」

「あなた、芽生さん？」

「…………はい。先生は…僕を…ご存じですか」

「知りません。ここに千種くんと純子くんがいます。彼女たちが」

「……ああ……ああ……ちゃん…と…看護師に……よかった……」

　声が弱々しい。

「芽生さん！　さあ！　手を伸ばして！」

「……まだ……まだ先生に……お願いがあります……」

「何でも言ってください！」

　純子が叫んだ。

「……いまから……たくさんの…人を…ここから出します……」

「人がいるのか」

「……たくさんの……赤ちゃん…です…………病の魔を…剥がすのに…時間が…掛かりました…………さっきまでの…魔がそう……です……」

「魔を剥がせたんですか。よくそんな……！　芽生さん、具合が悪いんじゃない？　その途切れた話し方、息が続かないの？」

　幸季が闇に目を凝らした。

「…………魔の毒性が……強くて………あと少し…なんです……浄化…した赤ちゃんを…そちらへ…送り…ます…………魂だけ……でも…………そちらへ……」

「わかりました。浄化までしたの」

「…………一緒に……雪留ゆきどめさん……という…方が…………います…………先生に……水を……すみません…でした…………水を……」

「ああ！　さっきの。ありがとうございました。そうか、だからこの水が清浄なんですね。雪留さん、ありがとうございます」







「……せん…せい…………あかちゃんを……………おねがい…………」

　ひゅっという音がして塊が飛んできた。空に向かってどんどん飛んでいく。

「礁跳さま！　風の方！　受け取ってください！」

　幸季は叫んだ。

　上空で、大男たちが右往左往して赤ん坊を抱き留めていく。掌だけで三人も納まってしまうさまはなかなかの見ものだ。幸季たちも何人か抱き留めたが、柔らかで確かに新生児の感触があった。それはすぐに消え、ほのかな光となって空に上がっていく。

　蛍のような光が辺り一面に広がった。

「何とも言えないね」

　呟いた幸季は穴に手を伸ばして叫んだ。

「芽生さん！　雪留さん！　つかまってください！」

　横から純子が芽生の名前を連呼している。

「ちょっと黙って。中からの声が聞こえない」

　純子は両手で口を塞いだ。

「……よかった……魔を封じる…ことが…できる……先生に……みつけてもらえて……」

「僕は若葉幸季といいます。さあ、外へ！」

「…………いえ…………雪留…さんも……もう力が……僕も…………それに……」

　浅い息で芽生が続けた。

「わかば…せん……せい…………医の…仙の……仕者さまが…………来られるまで…この通り道…を…ふさ……いで…………ぼく…も……うちがわ…………から……」

　幸季の身体が引っ張られ、尻餅をついた形で背中が穴に密着した。

「え、ええええっ！　なに！　動けない！」

「幸季先生！」

「ああ、そうか。純子くん、千種くん、僕が封印石代わりになったみたい」

　背中に芽生と雪留の思いが伝わってきた。


　＊　わかば医院・いま　６


　細川助産院の奥の部屋では、若葉の者と医の仙の仕者、望輝と國蒼が病の魔の通り道を完全に封じ、閉じる作業を行っていた。もう微かな魔の気配すら残っていない、完全に清められた場所となった。

　外に出た全員が言葉を失って空を見上げた。

　無数の小さな光が空に登っていたのだ。

「うちの方角だな」

　幸悦の呟きに幸之輔が訊いた。

「うちですかね」

「うちだろうな」

　既に鋭飛はその場から消えていた。その後を舞角と玄妙が望輝と國蒼を運んでいった。

　幸季を心配しつつ、賀子は看護師たちを充分に労って解散させた。

　わかば医院の森の入口が見えた瞬間、幸子が駆けだした。門の手前に立つ小柄な丸いシルエットは夫、真一のものだ。

　彼に飛びつく幸子を見て「ココちゃん、本当に真一先生が好きなんだねえ」と幸典が誰ともなしに呟くと、賀子が片眉をあげた目をした。

「はい、すみません。分かってます」

　粒染のことは愛しているが、彼女を人にするということは彼女の命を区切ってしまうことになる。医の仙に仕えていれば、悠久の時のもとに生きていけるのに、人に変じてしまえばたかだか数十年を自分と歩むだけになる。そうしてきた祖母を包む祖父ほど自分は器が大きくない。幸典はそんな思いを抱えているのだった。







「なんでそんなことになってんだ」

　フレアスカートの仁王立ちで鋭飛が怒っているが、その背後に本物の仁王像より大きな礁跳たちが控えているので、幸季はその方が可笑しかった。

「そう怒るな。ほれ」

　まだ腕に抱えていた赤子を礁跳が鋭飛に渡した。

「えっ、人の子！」

　戸惑いながら鋭飛は赤子をだっこした。実体はほぼなくなっているのに、ちゃんと赤子の感触がある。

「ふむ。似合っておるぞ」

　礁跳の茶化しを鋭飛は無視して幸季に訊いた。

「この子たち、なに」

「病の魔がくっついてた子たち。ここ、僕の背中んとこが通り道なんだよ。いま僕で封印してる。望輝さま、國蒼さま、閉じていただけますか」

　中に芽生と雪留がいることなど幸季は子細を告げた。

　仕者たちが顔を寄せ合って相談していると、木の梢から「おーい」と声がした。先に反応したのは鋭飛だった。すぐに声の主を運んできた。

「百々桃どどとう仙人さま！」

「お、いかん。仙人さま、置き去りにして失礼いたしました」

　礁跳が頭を下げた。

「いやいや、なかなか面白かった」

　老仙は本当に面白がっていた。百々桃仙人は人の縁を結ぶ仙人で、ここしばらくは礁跳の組とともにこの地一体を回っていたのだ。皐が見かけたのもそのせいだった。

「この赤子たち、儂が預かろう。魔が落とされてなんとも浄きよい。神さまが新しい縁えにしをすぐに与えられるだろうて」

　自分がこの地に来ていたのも思し召しだと仙人は笑い、仕者と風の者たちは深く頭を垂れた。

「……にしても、幸季よ、そなたは奇縁を持っておるの。まあ、その格好で言われても答えづらいだろうがの」

「はあ」

　百々桃仙人は杖をトンと地面についた。

「望輝、國蒼」

　仕者がさっと控えた。

「いま、中にいる者を出してやるのは諦めよ。まだ時期ではない。出してやっても浄める間に命を失う。二人にはまだ人間の時間が残っておる。なあに、そう簡単には死なぬ。こんなに浄い水を作りだし、赤子についた魔を剥がす力を持っておる」

「……そんな！　芽生さんを出してあげてください！　望輝さま！　國蒼さま！」

　いきなり純子が飛び出してきて叫んだ。彼女の芽生への思い入れは深い。

「勢いが良いの。儂を信じよ」

　ボロボロ涙をこぼして唇を噛む純子を千種が肩を抱いて下がらせた。







「若葉の者たちよ、儂に少し力を貸せ。儂が幸季を動かすから引っ張ってやれ」

　幸季の祖父母、両親と姉兄が肯いた。

「望輝、國蒼、粒染も幸季が動いた瞬間に路を閉じよ。完全に」

　ひっ、と声をあげた純子の感情を皆が受け取って、了承した。

「鋭飛よ、幸季を飛ばしてやれ。おまえしか幸季を慰められぬ」

　ちらりと母の賀子に目をやった百々桃仙人に、賀子は息子と風の者の関係を認めざるを得なかった。

「皆、よいな」仙人はもう一度杖を地面についた。


　＊　そのさきへ


　わかば医院はいつもどおりだ。日付が変わる頃に始まったお産から幸季が解放されたのは深夜だった。外に出ると、鋭飛がひらりと降りてきた。

「あれ、新しい服だ」

「皐どのが作ってくださった」

「着物リメイクなのかな。完全にドレスになってて似合ってる」

「賀子さんが裂きれをくださったそうだ」

「お母さんが？　ふーん」

　鋭飛は幸季をムクノキの梢に連れて行った。

「今日も子どもは生まれたのか」

「もちろん。未熟児のちっちゃいちゃんもいたけど、元気な子ばっかりだ」

「赤子はみな柔らかいのか」

　先般の体験がよほど気に入ったのか、鋭飛は時々同じことを訊く。

「赤ちゃん、抱っこしたいの？」

「いや、そんなことはない。人に触れるのはおまえだけでいい」

　鋭飛は幸季の膝に乗った。

「……今日、病の魔を封じたのか」

「わかる？　うん。そんなにヤバいヤツじゃなかった」

　幸季は鋭飛と舌を絡ませた。

「それにね、僕自身は封じ方を変えてないんだけど、受けるダメージが全然違うんだ」

「ああ。そうだろう」

「なんで」

　鋭飛のスカートの中に手を差し込んだ幸季が訊いた。

「あの水。眩しいくらいだった」

「真っ暗だったけど？」

「俺にはきらめいて見えた。あんなきれいな水に浸かってたんだ。おまえも浄められるし、魔にも抵抗できる…………んっ」

　なめらかな腿の奥にある茎に触れられ、鋭飛は膝を立てて幸季の手を導いた。

「兄さんが望輝さまに粒染のことを相談してた」

「…………それは………いいことだ…………ああっ、そこ、いい……！」

　もっと触って、と鋭飛がねだった。

「それで、僕たちも………」言いかけた幸季の手の中で鋭飛自身が硬さを増した。幸季は彼を引き寄せて密着した。その拍子に後ろ襟の下の模様が見えた。一つ紋、柏蝶は若葉家の紋だ。母がそれを渡したという意味を鋭飛は知らないだろう。

「ま、いいか」

　満月の光を浴びて、梢の上の影はひとつになった。


了
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